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人形静瘤璃 様 八 座

「猿人座」は佐渡に残る「文弥人形」を基本に、数ある説経、古浄rin/璃から現代に向く作

品の復活上演に取り組んでいます。
「説経」「浄瑠璃」は中世に始まる語り物。 操り人形を伴つて、京、大坂、江戸の環1場で盛
んに上演されました。1700年前後に竹本義太夫がそれまでの浄瑠璃を集大成して「義太夫節」

を創始し、今や浄瑠璃の代名詞となりました。義夫夫節以前の「古浄瑠璃 Jの多くは荒唐無
稽ながら、素朴な表現に捨て難い魅力があります。

文弥人形の語 りは 17世紀中頃に大坂の岡本文弥が語り、全国に広まった古浄瑠璃の一つ「文

弥節Jです。 佐渡では明治初期まで盲人が語り継いだため、古浄瑠璃の特徴をより強く残し
ていると考えられます。人形は一人遣い。一体の人形を二人で遣う文楽の人形よりも小さく、

構造も簡単ですが、古浄瑠璃に相応しいテンポの速い動きが可能です。

古浄瑠璃の復活上演には、太夫 (語 り手)の語りを聞き書きした 「正本Jを読み下し、文
献や今に残る三味線音楽の曲節を参考に、新たな作譜が必要です。2009年に元文楽の三味線

奏者 鶴澤浅造 (越後角太夫)が越後を舞台にした説経浄瑠璃 「弘知法印御伝記」を復曲。
2011年からは東京人王子在住の渡部人太夫が座付きの大夫となり、佐渡の文弥節を基本にし

て、古曲の復曲と新作の作譜を続けています。

猿人は座を主宰する西橋人郎兵衛が住む佐渡の地名です。現在は新発田に稽古場を置き活

動しています。

《渡部 八太夫 》 語り 三味線
1959年 東京生まれ。 東京都八王子市在住。東京都あきる野市
の小学校に勤務中、地芝り」、秋川歌舞伎の復活と秋川子 どt)歌

舞伎の立ち「 げに関わ
つたことをきつかけに、邦楽 (長唄、義

人夫)を始める。
1993午  東京都無形文化財 薩摩派説経鋼 を継承する 1説
経節の会Jに人会、杵屋徳直 京屋波)に師事する。 1997年 「小
栗半」官一代記 |で初舞台。初代彦太夫、工代 目小若太夫襲名の
のち、2005年薩摩派づ[経節家元十 itt H若太夫を襲名。この情J、

国立劇場などで八王子車人形や江戸写 し絵の語 り、 2002年に
は佐波で文弥人形・猿人座の語 りを勤める。 2011年 3月 教員
を退職 して猿人座の座付き太夫として古説経、古浄瑠璃の復活

上演のため、新たな浄 Imm璃
―
猿八節Jの作山に取 り組んでいる。

《西橋 八郎兵衛 》人形遣い
1948年  北海道札幌市生まれ。 佐渡市在住。 大学で演劇学を
専攻 し、 970年文楽人形遣い吉‖簑助に人間、吉 簑司の芸
名で舞台を勤める。

1979年文楽を退座し佐 17■に移 ll、 文弥人形 「大 l.l座 Jに人座、
その後文弥人形 1真明座 に州わり現在に至る。 また、 1995年
「猿八座Jを l~場げし、説経節 「信太妻J「小栗判官Jなど古典
の復lf「演や文弥節以外の邦楽 (冨本節、長 貝、多摩説経節、

横色など)洋楽 (オペラ、モダンジャズなど)、 朗読、舞踏など
と国内外で共演。

2006年 から5年 間、元文楽 i味線弾き鶴/1浅造と共に新潟市民
を募り、 越後を舞台にした古浄瑠璃 「弘知法印御伝記 |を復活
上演。 201年 4月 からは渡部八太人と共に、 伝統人形芝居の
継承と日∫能性を拓く活動を続けている。


